
評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

1-1 教育理念並びに教育目標が明確に示されているか。 3 3

1-2 教育目標は卒業時の到達が読み取れるものになっているか。 4 4

1-3 教育理念並びに教育目標は定期的に見直しがなされているか。 4 4

1-4 教育理念並びに教育目標は教職員や学生に浸透しているか。 3 3

評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

2-1 カリキュラムは教育目標が反映されているか。 3 3

2-2 定期的にカリキュラムの見直しがなされているか。 4 4

2-3 シラバスが作成され学生に配布されているか。 3 3

2-4 授業の点検評価が適切に実施されているか。 3 3

2-5 目標に到達しない学生に対し適切なフォローがなされているか。 4 4

2-6 美容師免許取得率の向上が図られているか。 3 3

評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

3-1
学生募集のための広報資料の表現内容並びに広報活動の方法
及び時期は適切か。

3 3

3-2 入学案内には志願者が必要とする情報が掲載されているか。 3 4

3-3 募集要項の内容は適切か。 4 4

3-4 学校説明会、体験入学の時期及び内容は適切か。 4 4

3-5 志願者状況、定員充足率はどうか。 2 2

学校関係者評価委員会報告書
（令和4年度）

評価方法：4（適切）から1（不適切）の4段階で評価

基準1.教育理念・教育目標

校内随所（職員室・ホール・教室）に掲示され、オープンキャンパスや個別見学においては説明会
で配布資料に掲示するなど努力はみられるが、HPに記載がないので理念・目標共に明確に学生
便覧・学校案内・HPへ記載して共通の認識とする。

基準2　教育活動・教育成果

高等課程における漢字の識字力の問題について、取り組み内容とその結果がどうであったか、
今後の報告を期待し今年度は学校と同じ評定とした。

基準3　学生の募集と受け入れ

コロナによる制限は徐々に緩和方向にあるが、当面は警戒が必要になると予測されることからコ
ロナに合った取組の継続は重要と考える。SNSにおいては、生徒目線が徐々に増え、学校の取り
組みや生徒の様子などが楽しく見られるようになったので、今後も学校目線・生徒目線共に継続
していただきたい。
学校自体の認知については、地元への広報・周知活動も課題の一つといえる。親子体験入学会
や地域住民を呼んでの説明会など、民生や児童委員・自治会長等との交流は非常に重要。ネッ
トだけでなく目に見えるポスター・体験資料・ペーパーでの周知が必要と考える。



評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

4-1 専任教員は設置基準を満たしているか。 4 4

4-2 専任教員一人当たりの担当科目・時間数は適切か。 4 4

4-3 教職員の業務分掌は明確になっているか。 4 4

4-4 教職員の能力、業務内容の評価を定期的に実施しているか。 4 4

4-5 職員は業務が滞りなく遂行できる人数を雇用しているか。 3 4

評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

5-1 講義室は学習を行うのに十分な面積を有しているか。 4 4

5-2 実習室は学習を行うのに十分な面積を有しているか。 3 3

5-3 講義室・実習室の管理は適切に行われているか。 4 4

5-4 図書は適切に設備されているか。 2 2

5-5 教育用機器備品は設備されているか。 4 4

評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

6-1 奨学金等、経済的支援は設備されているか。 4 4

6-2 学生相談・カウンセリングに関する体制が設備・機能しているか。 4 4

6-3 各学校行事について、適切な事後反省を行っているか。 3 3

6-4 進路活動に関する支援が設備され、機能しているか。 4 4

6-5 新たな求人開拓の努力はしているか。 4 3

評価項目
自己
評価

委員
評価 改善・実行

7-1 理事会・評議員会は適時適切に開催され、機能しているか。 3 3

7-2 理事会・評議員会の議事録は適切に作成、管理されているか。 3 3

7-3 組織間、各部署間の連携は適切に図られているか。 3 3

7-4 非常時の危機管理に対する周知は徹底されているか。 3 3

7-5 個人情報保護法を遵守しているか。 4 4

7-6 学校の財務情報を公開する適切な体制が設備されているか。 4 4

基準5　教育環境

基準4　教職員組織

現状維持に今後も努めていただきたい。

美容系以外の図書が目立ち美容学生にとって有益な情報が十分に得られるとはいいがたい。定
期的に見直し補充・入れ替えを行うこと。
機器備品については、まつ毛エクステやエステ用のベッドを新たに設置、着付け用にトルソー（ボ
ディ）を揃えるなど設備向上に努めたので、その他学校と同じ評定とした。
定期的に生徒対象にアンケートを実施し、更なる向上に努めてほしい。

基準6　学生支援

個別面談を主としてカウンセリング実施継続のほか、前回の指摘を受けクラスごとのLINEを設
置、教員と生徒がより相談しやすい体制をとるなど変化が見られたので評定を4とした。
求人開拓については、美容室への道以外に近年急激に需要が高まった訪問美容や介護美容
師・福祉美容師に関する求人も開拓するとなお良い。

基準7　管理・運営

昨年度に引き続き避難訓練計画がコロナの影響により自粛せざるを得なかったとのことだが、次
年度は再開予定とのことで学校と同じ評定とした。
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